
10

20

JP 7686526 B2 2025.6.2

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7686526号

(P7686526)
(24)登録日　令和7年5月23日(2025.5.23)(45)発行日　令和7年6月2日(2025.6.2)

(54)【発明の名称】　直動ユニット

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｃ 29/08 (2006.01)
　   Ａ４４Ｂ 19/00 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｃ 29/08 　　　　 　　　
　Ａ４４Ｂ 19/00 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-164028(P2021-164028)
(22)出願日　 令和3年10月5日(2021.10.5)
(65)公開番号　 特開2023-54974(P2023-54974A)
(43)公開日　 令和5年4月17日(2023.4.17)

審査請求日　 令和6年9月30日(2024.9.30)

(73)特許権者　 000229335
日本トムソン株式会社
東京都港区高輪２丁目１９番１９号

(74)代理人　 100136098
弁理士　北野  修平

(74)代理人　 100137246
弁理士　田中  勝也

(74)代理人　 100158861
弁理士　南部  史

(74)代理人　 100194674
弁理士　青木  覚史

(72)発明者　 中村  智昭
岐阜県美濃市極楽寺９１６番地  日本ト 
ムソン株式会社内

(72)発明者　 本山  真生
最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 軌 道 部 材 と 、 前 記 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 可 能 な 移 動 部 材 と 、 を 含 む  
直 動 機 構 と 、
　 前 記 軌 道 部 材 お よ び 前 記 移 動 部 材 を 収 容 し 、 前 記 長 手 方 向 に 延 び る フ ァ ス ナ ー を 含 む 筐  
体 と 、 を 備 え 、
　 前 記 軌 道 部 材 に は 、 前 記 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 転 走 面 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 移 動 部 材 に は 、 前 記 第 １ 転 走 面 に 対 向 す る と と も に 前 記 第 １ 転 走 面 と の 間 に 転 動 体  
転 走 路 を 形 成 す る 第 ２ 転 走 面 が 形 成 さ れ て お り 、
　 前 記 直 動 機 構 は 、 前 記 移 動 部 材 が 前 記 軌 道 部 材 の 前 記 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す  
る の に 伴 っ て 、 前 記 転 動 体 転 走 路 を 含 む 転 動 体 循 環 路 を 循 環 す る 複 数 の 転 動 体 を さ ら に 含  
み 、
　 前 記 フ ァ ス ナ ー は 、
　 前 記 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 １ エ レ メ ン ト に 沿 っ て 前 記 長 手 方 向 に 延 び 、 前 記 第 １ エ レ メ ン ト と 噛 み 合 い 可 能  
な 第 ２ エ レ メ ン ト と 、
　 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ る 第 １ ス ラ イ ダ と 、
　 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ ス ラ イ ダ に 対  
し て 前 記 長 手 方 向 に お い て 離 れ て 位 置 す る 第 ２ ス ラ イ ダ と 、 を 含 み 、
　 前 記 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 相 手 が 位 置 す る 側 と 反 対 の 向 き に 移 動 す  

請求項の数　3　（全13頁）



10

20

30

40

50

JP 7686526 B2 2025.6.2(2)

る の に 伴 っ て 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間 さ せ る と と も に  
、 相 手 が 位 置 す る 側 の 向 き に 移 動 す る の に 伴 っ て 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ  
メ ン ト を 互 い に 噛 み 合 わ せ 、
　 前 記 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 前 記 移 動 部 材 に 対 し て 固 定 可 能 で あ る 、  
直 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ ス ラ イ ダ か ら 見 て 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ と は 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 １ ス ラ  
イ ダ 側 に 移 動 す る の に 伴 っ て 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間  
さ せ る 第 ３ ス ラ イ ダ を さ ら に 備 え た 、 請 求 項 １ に 記 載 の 直 動 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 ２ ス ラ イ ダ か ら 見 て 前 記 第 １ ス ラ イ ダ と は 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ 、 前 記 第 ２ ス ラ  
イ ダ 側 に 移 動 す る の に 伴 っ て 前 記 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 前 記 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間  
さ せ る 第 ４ ス ラ イ ダ を さ ら に 備 え た 、 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の 直 動 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 開 示 は 、 直 動 ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 防 塵 や 防 水 を 目 的 と し て 、 直 動 機 構 が 筐 体 に 収 容 さ れ る 直 動 ユ ニ ッ ト が 知 ら  
れ て い る 。 こ の 種 の 技 術 が 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 直 動 機 構 で あ る ボ ー ル ね じ が 筐 体 に 収 容 さ れ る 直 動 ユ ニ ッ ト が 開 示 さ  
れ て い る 。 こ の 文 献 で は 、 筐 体 が 、 ボ ー ル ね じ が 配 置 さ れ る 底 板 、 一 対 の 側 板 お よ び 上 板  
を 互 い に 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ０ ６ １ ８ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ７ － ６ ９ ８ ０ ９ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ０ ９ ５ ８ ０ 号 公 報
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ０ ／ ０ ６ ７ ４ ３ ７ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る 直 動 ユ ニ ッ ト で は 、 メ ン テ ナ ン ス や ト ラ ブ ル 時 な ど に お い て 、  
筐 体 を 複 数 枚 の 板 に 分 解 し て 直 動 機 構 の 状 態 を 確 認 す る 必 要 が あ る 。 こ の よ う な 作 業 が 煩  
雑 で あ る と い う 課 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 開 示 は 、 直 動 機 構 の 防 塵 性 を 確 保 す る と と も に メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と が 可 能  
な 直 動 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 開 示 に 従 っ た 直 動 ユ ニ ッ ト は 、 軌 道 部 材 と 、 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移  
動 可 能 な 移 動 部 材 と 、 を 含 む 直 動 機 構 と 、 直 動 機 構 を 収 容 し 、 長 手 方 向 に 延 び る フ ァ ス ナ  
ー を 含 む 筐 体 と 、 を 備 え る 。 軌 道 部 材 に は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 転 走 面 が 形 成 さ れ て い  
る 。 移 動 部 材 に は 、 第 １ 転 走 面 に 対 向 す る と と も に 第 １ 転 走 面 と の 間 に 転 動 体 転 走 路 を 形  
成 す る 第 ２ 転 走 面 が 形 成 さ れ て い る 。 直 動 機 構 は 、 移 動 部 材 が 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ  
て 直 線 的 に 移 動 す る の に 伴 っ て 、 転 動 体 転 走 路 を 含 む 転 動 体 循 環 路 を 循 環 す る 複 数 の 転 動  
体 を さ ら に 含 む 。 フ ァ ス ナ ー は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ エ レ メ ン ト と 、 第 １ エ レ メ ン ト に  
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沿 っ て 長 手 方 向 に 延 び 、 第 １ エ レ メ ン ト と 噛 み 合 い 可 能 な 第 ２ エ レ メ ン ト と 、 第 １ エ レ メ  
ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ る 第 １ ス ラ イ ダ と 、 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２  
エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ ス ラ イ ダ に 対 し て 長 手 方 向 に お い て 離 れ て 位 置 す る 第 ２  
ス ラ イ ダ と 、 を 含 む 。 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 相 手 が 位 置 す る 側 と 反 対 の 向  
き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間 さ せ る と と も  
に 、 相 手 が 位 置 す る 側 の 向 き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト  
を 互 い に 噛 み 合 わ せ る 。 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 移 動 部 材 に 対 し て 固 定 可 能  
で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 開 示 に よ れ ば 、 直 動 機 構 の 防 塵 性 を 確 保 す る と と も に メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と  
が 可 能 な 直 動 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 全 体 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト に お い て カ バ ー が 省 略 さ れ た 状 態 を 示  
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ 中 の 領 域 Ｉ Ｉ Ｉ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ２ 中 の 領 域 Ｉ Ｖ の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ３ 中 の 線 分 Ｖ － Ｖ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト が 相 手 部 材 に 取 り 付 け ら れ る 様 子 を 示  
す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト が 相 手 部 材 に 取 り 付 け ら れ る と と も に  
カ バ ー が 省 略 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ 中 の 線 分 Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ［ 実 施 形 態 の 概 要 ］
　 本 開 示 に 従 っ た 直 動 ユ ニ ッ ト は 、 軌 道 部 材 と 、 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移  
動 可 能 な 移 動 部 材 と 、 を 含 む 直 動 機 構 と 、 直 動 機 構 を 収 容 し 、 長 手 方 向 に 延 び る フ ァ ス ナ  
ー を 含 む 筐 体 と 、 を 備 え る 。 軌 道 部 材 に は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ 転 走 面 が 形 成 さ れ て い  
る 。 移 動 部 材 に は 、 第 １ 転 走 面 に 対 向 す る と と も に 第 １ 転 走 面 と の 間 に 転 動 体 転 走 路 を 形  
成 す る 第 ２ 転 走 面 が 形 成 さ れ て い る 。 直 動 機 構 は 、 移 動 部 材 が 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ  
て 直 線 的 に 移 動 す る の に 伴 っ て 、 転 動 体 転 走 路 を 含 む 転 動 体 循 環 路 を 循 環 す る 複 数 の 転 動  
体 を さ ら に 含 む 。 フ ァ ス ナ ー は 、 長 手 方 向 に 延 び る 第 １ エ レ メ ン ト と 、 第 １ エ レ メ ン ト に  
沿 っ て 長 手 方 向 に 延 び 、 第 １ エ レ メ ン ト と 噛 み 合 い 可 能 な 第 ２ エ レ メ ン ト と 、 第 １ エ レ メ  
ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ る 第 １ ス ラ イ ダ と 、 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２  
エ レ メ ン ト に 取 り 付 け ら れ 、 第 １ ス ラ イ ダ に 対 し て 長 手 方 向 に お い て 離 れ て 位 置 す る 第 ２  
ス ラ イ ダ と 、 を 含 む 。 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 相 手 が 位 置 す る 側 と 反 対 の 向  
き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間 さ せ る と と も  
に 、 相 手 が 位 置 す る 側 の 向 き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト  
を 互 い に 噛 み 合 わ せ る 。 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ は 、 移 動 部 材 に 対 し て 固 定 可 能  
で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 直 動 ユ ニ ッ ト で は 、 移 動 部 材 が 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る と 、  
第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ の う ち 前 方 の ス ラ イ ダ に よ っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第  
２ エ レ メ ン ト が 互 い に 離 間 さ せ ら れ た 後 、 第 １ ス ラ イ ダ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ の う ち 後 方 の  
ス ラ イ ダ に よ っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト が 互 い に 噛 み 合 わ さ れ る 。 こ の た  
め 、 移 動 部 材 が 軌 道 部 材 の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る 際 に 、 フ ァ ス ナ ー の う ち 第  
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１ ス ラ イ ダ と 第 ２ ス ラ イ ダ と の 間 の 部 分 以 外 の 部 分 が 閉 じ た 状 態 に 維 持 さ れ る た め 、 直 動  
機 構 の 防 塵 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 し か も 、 第 １ ス ラ イ ダ を フ ァ ス ナ ー の 一 方 の 端 部  
に 向 か っ て 移 動 さ せ る と と も に 第 ２ ス ラ イ ダ を フ ァ ス ナ ー の 他 方 の 端 部 に 向 か っ て 移 動 さ  
せ る こ と に よ っ て フ ァ ス ナ ー を 開 く こ と が 可 能 で あ り 、 直 動 機 構 の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に  
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 な お 、 こ こ で い う 「 フ ァ ス ナ ー 」 と は 、 長 手 方 向 に 延 び る 切 断 部 （ 開 口 部 ） の 幅 方 向 （  
長 手 方 向 に 直 交 す る 方 向 ） の 両 側 に 、 複 数 の 歯 （ 務 歯 ） が 長 手 方 向 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ  
た も の を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 直 動 ユ ニ ッ ト は 、 第 １ ス ラ イ ダ か ら 見 て 第 ２ ス ラ イ ダ と は 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ 、  
第 １ ス ラ イ ダ 側 に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い に 離 間  
さ せ る 第 ３ ス ラ イ ダ を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ ス ラ イ ダ お よ び  
第 ２ ス ラ イ ダ を 使 用 し な く て も 、 直 動 機 構 の メ ン テ ナ ン ス や 直 動 機 構 の 相 手 部 材 へ の 取 付  
時 な ど に お い て 、 第 ３ ス ラ イ ダ に よ っ て フ ァ ス ナ ー を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 直 動 ユ ニ ッ ト に お い て 、 第 ２ ス ラ イ ダ か ら 見 て 第 １ ス ラ イ ダ と は 反 対 側 に 取 り 付 け  
ら れ 、 第 ２ ス ラ イ ダ 側 に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト を 互 い  
に 離 間 さ せ る 第 ４ ス ラ イ ダ を さ ら に 備 え て い て も よ い 。 こ の 構 成 に よ れ ば 、 第 １ ス ラ イ ダ  
お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ を 使 用 し な く て も 、 直 動 機 構 の メ ン テ ナ ン ス や 直 動 機 構 の 相 手 部 材 へ  
の 取 付 時 な ど に お い て 、 第 ４ ス ラ イ ダ に よ っ て フ ァ ス ナ ー を 開 く こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ［ 実 施 形 態 の 具 体 例 ］
　 次 に 、 本 開 示 の 直 動 ユ ニ ッ ト の 具 体 的 な 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 以  
下 の 図 面 に お い て 、 同 一 ま た は 相 当 す る 部 分 に は 同 一 の 参 照 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 は 繰 り  
返 さ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 ま ず 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ の 構 成 を 、 図 １ ～ 図 ５ に 基 づ い て 説 明 す る 。  
図 １ は 、 直 動 ユ ニ ッ ト １ の 構 成 を 全 体 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ は 、 直 動 ユ ニ ッ ト １ に  
お い て カ バ ー ２ ２ が 省 略 さ れ た 状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 ２ 中 の 領 域 Ｉ Ｉ Ｉ の  
拡 大 図 で あ る 。 図 ４ は 、 図 ２ 中 の 領 域 Ｉ Ｖ の 拡 大 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 ３ 中 の 線 分 Ｖ － Ｖ  
に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 直 動 ユ ニ ッ ト １ は 、 直 動 機 構 １ ０ （ 図 ２ ） と 、 直 動 機 構 １ ０ を 収  
容 す る 筐 体 ２ ０ （ 図 １ ） と を 主 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 直 動 機 構 １ ０ は 、 レ ー ル １ １ （ 軌 道 部 材 ） と 、 レ ー ル １ １ に 取 り 付  
け ら れ る ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ （ 移 動 部 材 ） と を 含 む 。 レ ー ル １ １ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 直  
線 的 に 延 び て い る 。 レ ー ル １ １ に は 、 上 下 方 向 Ｄ ３ （ 長 手 方 向 Ｄ １ お よ び 幅 方 向 Ｄ ２ の 両  
方 向 に 対 し て 垂 直 な 方 向 ） に 見 て 円 形 を 有 す る と と も に 上 下 方 向 Ｄ ３ に レ ー ル １ １ を 貫 通  
す る 貫 通 孔 １ １ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 貫 通 孔 １ １ Ｂ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 等 間 隔 を 空 け て 複  
数 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 レ ー ル １ １ の 長 手 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 可 能 と な っ  
て い る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 ケ ー シ ン グ １ ３ と 、 ケ ー シ ン グ １  
３ の 長 手 方 向 Ｄ １ の 両 側 に 配 置 さ れ る 一 対 の エ ン ド キ ャ ッ プ （ 第 １ エ ン ド キ ャ ッ プ １ ４ お  
よ び 第 ２ エ ン ド キ ャ ッ プ １ ５ ） と を 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 レ ー ル １ １ の 幅 方 向 Ｄ ２ の 両 側 に は 、 一 対 の 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ が 形  
成 さ れ て い る 。 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ は 、 レ ー ル １ １ の 全 体 に わ た っ て 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び て  
い る 。 ケ ー シ ン グ １ ３ は 、 幅 方 向 Ｄ ２ に 延 び る ケ ー シ ン グ 本 体 １ ６ と 、 ケ ー シ ン グ 本 体 １  
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６ の 両 側 か ら 上 下 方 向 Ｄ ３ に 延 び る 一 対 の 袖 部 （ 第 １ 袖 部 １ ７ お よ び 第 ２ 袖 部 １ ８ ） と を  
含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 １ 袖 部 １ ７ は 、 ケ ー シ ン グ 本 体 １ ６ の 第 １ 端 部 １ ６ Ａ か ら レ ー ル １ １ 側 へ 上 下 方 向 Ｄ  
３ に 延 び て い る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 袖 部 １ ７ に は 、 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ に 対 向 す る と  
と も に 、 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ と の 間 に 第 １ 転 動 体 転 走 路 を 形 成 す る 第 ２ 転 走 面 １ ７ Ａ が 形 成  
さ れ て い る 。 第 ２ 転 走 面 １ ７ Ａ は 、 第 １ 袖 部 １ ７ の う ち レ ー ル １ １ 側 を 向 く 部 分 に 形 成 さ  
れ て い る 。 上 記 第 １ 転 動 体 転 走 路 に は 、 複 数 の 転 動 体 ６ ０ （ 本 実 施 の 形 態 で は ボ ー ル ） が  
長 手 方 向 Ｄ １ に 並 べ て 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 転 動 体 の 種 類 は ボ ー ル に 限 定 さ れ ず 、 例 え  
ば 円 筒 こ ろ で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 第 ２ 袖 部 １ ８ は 、 ケ ー シ ン グ 本 体 １ ６ の 第 ２ 端 部 １ ６ Ｂ か ら レ ー ル １ １ 側 へ 上 下 方 向 Ｄ  
３ に 延 び て い る 。 第 ２ 袖 部 １ ８ に は 、 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ に 対 向 す る と と も に 、 第 １ 転 走 面  
１ １ Ａ と の 間 に 第 ２ 転 動 体 転 走 路 を 形 成 す る 第 ２ 転 走 面 １ ８ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２ 転  
走 面 １ ８ Ａ は 、 第 ２ 袖 部 １ ８ の う ち レ ー ル １ １ 側 を 向 く 部 分 に 形 成 さ れ て い る 。 上 記 第 ２  
転 動 体 転 走 路 に は 、 複 数 の 転 動 体 ６ ０ （ 本 実 施 の 形 態 で は ボ ー ル ） が 長 手 方 向 Ｄ １ に 並 べ  
て 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ 袖 部 １ ７ に は 、 第 １ リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 １  
リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ は 、 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ に 沿 っ て 延 び て お り 、 第 １ 袖 部 １ ７ を 長 手 方 向 Ｄ  
１ に 貫 通 す る 貫 通 孔 で あ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に  
見 て 円 形 の 貫 通 孔 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 １ リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ は 、 第 ２ 転 走 面 １ ７  
Ａ よ り も 第 １ 端 部 １ ６ Ａ か ら 離 間 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ 袖 部 １ ８ に は 、 第 ２ リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ が 形 成 さ れ て い る 。 第 ２  
リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ は 、 第 １ 転 走 面 １ １ Ａ に 沿 っ て 延 び て お り 、 第 ２ 袖 部 １ ８ を 長 手 方 向 Ｄ  
１ に 貫 通 す る 貫 通 孔 で あ る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ は 、 長 手 方 向 Ｄ １  
に 見 て 円 形 の 貫 通 孔 で あ る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ は 、 第 ２ 転 走 面 １  
８ Ａ よ り も 第 ２ 端 部 １ ６ Ｂ か ら 離 間 す る 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 第 １ エ ン ド キ ャ ッ プ １ ４ （ 図 ２ ） に は 、 上 記 第 １ 転 動 体 転 走 路 と 第 １ リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ  
（ 図 ５ ） と を 繋 ぐ 第 １ 方 向 変 換 路 （ 図 示 し な い ） が 内 部 に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 第 １ エ ン  
ド キ ャ ッ プ １ ４ に は 、 上 記 第 ２ 転 動 体 転 走 路 と 第 ２ リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ （ 図 ５ ） と を 繋 ぐ 第  
２ 方 向 変 換 路 （ 図 示 し な い ） が 形 成 さ れ て い る 。 同 様 に 、 第 ２ エ ン ド キ ャ ッ プ １ ５ （ 図 ２  
） の 内 部 に も 、 上 記 第 １ 転 動 体 転 走 路 と 第 １ リ タ ー ン 路 １ ７ Ｂ と を 繋 ぐ 第 １ 方 向 変 換 路 お  
よ び 上 記 第 ２ 転 動 体 転 走 路 と 第 ２ リ タ ー ン 路 １ ８ Ｂ と を 繋 ぐ 第 ２ 方 向 変 換 路 が そ れ ぞ れ 形  
成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の た め 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ の 内 部 に は 、 上 記 第 １ 転 動 体 転 走 路 、 第 １ リ タ ー ン 路  
１ ７ Ｂ （ 図 ５ ） お よ び 上 記 第 １ 方 向 変 換 路 に よ っ て 形 成 さ れ る 環 状 の 第 １ 転 動 体 循 環 路 が  
形 成 さ れ て い る 。 ま た ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ の 内 部 に は 、 上 記 第 ２ 転 動 体 転 走 路 、 第 ２ リ  
タ ー ン 路 １ ８ Ｂ （ 図 ５ ） お よ び 上 記 第 ２ 方 向 変 換 路 に よ っ て 形 成 さ れ る 環 状 の 第 ２ 転 動 体  
循 環 路 が 形 成 さ れ て い る 。 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 上 記 第 １ 転 動 体 循 環 路 お よ び 上 記 第  
２ 転 動 体 循 環 路 に 配 置 さ れ る 複 数 の 転 動 体 ６ ０ を 含 ん で い る 。 複 数 の 転 動 体 ６ ０ は 、 ス ラ  
イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ が レ ー ル １ １ の 長 手 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る の に 伴 っ て 、 上  
記 第 １ 転 動 体 循 環 路 お よ び 上 記 第 ２ 転 動 体 循 環 路 を 循 環 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 筐 体 ２ ０ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 直 方 体 形  
状 の 箱 で あ る 。 筐 体 ２ ０ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ と 、 カ バ ー ２ ２ と 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 板 ２ １ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 長 方 形 の 板 で あ る 。 直 動 機  
構 １ ０ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 に 配 置 さ れ て い る 。 筐 体 ２ ０ は 、 第 １ ス テ ー ５ １ 、 第 ２ ス  
テ ー ５ ２ お よ び 複 数 の 第 ３ ス テ ー ５ ３ を さ ら に 含 む 。 第 １ ス テ ー ５ １ お よ び 第 ２ ス テ ー ５  
２ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 の う ち 長 手 方 向 Ｄ １ の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。 第 ３  
ス テ ー ５ ３ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 の う ち 幅 方 向 Ｄ ２ の 両 端 部 に お い て 、 長 手 方 向 Ｄ １ に  
並 べ て 配 置 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 の 外 周 部 に は 、 第 １ ス テ ー ５ １ 、  
第 ２ ス テ ー ５ ２ お よ び 複 数 の 第 ３ ス テ ー ５ ３ が そ れ ぞ れ 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ３ ス テ ー ５ ３ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 に 載 置 さ れ る 長 方 形 の 第 ３  
ベ ー ス 部 ５ ３ Ａ と 、 第 ３ ベ ー ス 部 ５ ３ Ａ に 対 し て 垂 直 に 立 ち 上 が る 長 方 形 の 第 ３ 壁 部 ５ ３  
Ｂ と を 含 む 。 第 ３ ベ ー ス 部 ５ ３ Ａ に は 、 第 ３ ベ ー ス 部 ５ ３ Ａ を ベ ー ス 板 ２ １ に 固 定 す る た  
め の 貫 通 孔 が 形 成 さ れ て い る 。 第 ３ 壁 部 ５ ３ Ｂ は 、 カ バ ー ２ ２ （ 図 １ ） を 内 側 か ら 支 持 す  
る た め の 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ ス テ ー ５ １ は 、 ベ ー ス 板 ２ １ の 上 面 に 載 置 さ れ る 第 １ ベ ー ス 部  
５ １ Ａ と 、 第 １ ベ ー ス 部 ５ １ Ａ に 対 し て 垂 直 に 立 ち 上 が る 長 方 形 の 第 １ 壁 部 ５ １ Ｂ と を 含  
む 。 第 １ ベ ー ス 部 ５ １ Ａ に は 、 貫 通 孔 ５ １ Ｃ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、  
貫 通 孔 ５ １ Ｃ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 長 孔 で あ る 。 こ の よ う に 、 第 １ ス テ ー ５ １ の 取 付  
部 を 長 孔 と す る こ と で 、 カ バ ー ２ ２ （ 図 １ ） の 長 手 方 向 Ｄ １ の 長 さ を 調 整 し 、 カ バ ー ２ ２  
に テ ン シ ョ ン を 与 え る こ と が で き る 。 第 １ 壁 部 ５ １ Ｂ は 、 第 ３ 壁 部 ５ ３ Ｂ （ 図 ３ ） と 同 様  
に 、 カ バ ー ２ ２ （ 図 １ ） を 内 側 か ら 支 持 す る た め の 部 分 で あ る 。 な お 、 第 ２ ス テ ー ５ ２ （  
図 ２ ） は 、 第 １ ス テ ー ５ １ と 基 本 的 に 同 様 の 構 成 を 有 す る た め 、 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 カ バ ー ２ ２ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 直 方 体 の 外 形 を 有 し て お り 、  
ベ ー ス 板 ２ １ 上 に 配 置 さ れ て い る 。 カ バ ー ２ ２ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 一 対 の 第 １ 側 面  
２ ６ と 、 当 該 一 対 の 第 １ 側 面 ２ ６ の 長 手 方 向 Ｄ １ の 端 部 同 士 を 接 続 す る 一 対 の 第 ２ 側 面 ２  
７ と を 含 む 。 な お 、 図 １ で は 、 第 １ 側 面 ２ ６ お よ び 第 ２ 側 面 ２ ７ は 、 い ず れ も 一 方 の み が  
示 さ れ て い る 。 第 ２ 側 面 ２ ７ は 、 第 １ 側 面 ２ ６ よ り も 面 積 が 小 さ く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 カ バ ー ２ ２ は 、 底 側 （ ベ ー ス 板 ２ １ 側 ） が 全 体 的 に 開 口 す る と と も に 、 上 面 に フ ァ ス ナ  
ー ２ ３ 用 の 開 口 部 ２ ２ Ａ が 形 成 さ れ て い る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 開 口 部 ２ ２ Ａ は 、 カ バ ー  
２ ２ の 上 面 よ り も 小 さ く 且 つ 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 長 方 形 状 を 有 し て い る 。 フ ァ ス ナ ー ２  
３ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び て お り 、 開 口 部 ２ ２ Ａ の 全 体 を 塞 ぐ （ 覆 う ） よ う に 配 置 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ は 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ と 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ と  
噛 み 合 い 可 能 な 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ と を 含 む 。 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ は 、 開 口 部 ２ ２ Ａ の 全  
体 に わ た っ て 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び て い る 。 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ は 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ に  
沿 っ て 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び て お り 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ と 略 同 じ 長 さ を 有 し て い る 。 第 １  
エ レ メ ン ト ２ ４ は 、 開 口 部 ２ ２ Ａ の 幅 方 向 Ｄ ２ に お け る 一 方 の 縁 部 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ  
る 第 １ テ ー プ 部 と 、 当 該 第 １ テ ー プ 部 に お い て 長 手 方 向 に 並 べ て 取 り 付 け ら れ る 複 数 の 第  
１ 歯 部 と を 含 む 。 同 様 に 、 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ は 、 開 口 部 ２ ２ Ａ の 幅 方 向 Ｄ ２ に お け る 他  
方 の 縁 部 に 沿 っ て 取 り 付 け ら れ る 第 ２ テ ー プ 部 と 、 当 該 第 ２ テ ー プ 部 に お い て 長 手 方 向 に  
並 べ て 取 り 付 け ら れ る 複 数 の 第 ２ 歯 部 と を 含 む 。 な お 、 上 記 第 １ テ ー プ 部 お よ び 上 記 第 ２  
テ ー プ 部 が 省 略 さ れ 、 上 記 第 １ 歯 部 お よ び 上 記 第 ２ 歯 部 が 開 口 部 ２ ２ Ａ の 縁 部 に 直 接 取 り  
付 け ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ と 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ に 対 し  
て 長 手 方 向 Ｄ １ に お い て 離 れ て 位 置 す る 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ と を 含 む 。 本 実 施 の 形 態 で は 、  
第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に お い て 互 い に 隣 接 し て い る  
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。 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ は 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ に 取 り 付 け ら れ て  
い る 。 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ に 取 り 付 け ら  
れ て い る 。 フ ァ ス ナ ー ２ ３ の う ち 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ と 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ と の 間 の 部 分 で は  
、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ と 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ と が 互 い に 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 移 動 （ ス ラ イ ド ） す る こ  
と に よ り 、 互 い に 離 間 し た 状 態 の 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ 同 士 を 噛  
み 合 わ せ 、 互 い に 噛 み 合 っ た 状 態 の 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ 同 士 を  
離 間 さ せ る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 相 手 が 位 置  
す る 側 と 反 対 の 向 き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５  
を 互 い に 離 間 さ せ る と と も に 、 相 手 が 位 置 す る 側 の 向 き に 移 動 す る の に 伴 っ て 第 １ エ レ メ  
ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ を 互 い に 噛 み 合 わ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ に 対 し て 固 定 可 能  
で あ る 。 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ は 、 ケ ー シ ン グ １ ３ の 上 面 （ レ ー ル １ １ と 反 対 の 面 ） に 配  
置 さ れ る と と も に 、 ケ ー シ ン グ １ ３ と 略 同 じ 幅 の 中 間 プ レ ー ト ３ １ （ 図 ５ ） を さ ら に 含 む  
。 中 間 プ レ ー ト ３ １ は 、 例 え ば ボ ル ト な ど の 固 定 部 材 に よ り ケ ー シ ン グ １ ３ に 固 定 さ れ る  
。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 中 間 プ レ ー ト ３ １ に 固 定 さ れ て い る 。 よ り 具  
体 的 に は 、 中 間 プ レ ー ト ３ １ の 上 面 （ ケ ー シ ン グ １ ３ と 反 対 の 面 ） の う ち 幅 方 向 Ｄ ２ の 略  
中 央 部 に は 、 ケ ー シ ン グ １ ３ 側 に 凹 む 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 当 該 凹 部 に 、 第 ２ ス ラ イ ダ  
２ ９ の 下 部 が 嵌 め 込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ れ に よ り 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ （ 本 実 施 の 形 態 で は 中 間 プ レ  
ー ト ３ １ ） に 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 図 ５ の 断 面 に は 現 れ て い な い が 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８  
（ 図 ３ ） も 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ と 同 様 に 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ （ 本 実 施 の 形 態 で は 中 間  
プ レ ー ト ３ １ ） に 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９  
は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ が レ ー ル １ １ 上 を 直 線 的 に 移 動 す る の に 伴 っ て 長 手 方 向 Ｄ １ に  
移 動 （ ス ラ イ ド ） し 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ を 開 閉 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第  
２ ス ラ イ ダ ２ ９ を 押 さ え る 押 さ え 部 材 ３ ０ を さ ら に 備 え て い る 。 本 実 施 の 形 態 に お け る 押  
さ え 部 材 ３ ０ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 延 び る 直 方 体 の 外 形 を 有 し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な  
い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 押 さ え 部 材 ３ ０ の 下 面 （ 中 間 プ レ ー ト ３ １ 側 の 面 ） に は 、 中 間 プ レ  
ー ト ３ １ か ら 離 れ る 向 き に 凹 む 凹 部 が 形 成 さ れ て い る 。 当 該 凹 部 に 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ の  
上 部 が 嵌 め 込 ま れ て い る 。 な お 、 図 ５ に は 現 れ て い な い が 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ （ 図 ３ ） の  
上 部 も 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ と 同 様 に 、 押 さ え 部 材 ３ ０ の 下 面 に 形 成 さ れ た 上 記 凹 部 に 嵌 め  
込 ま れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 押 さ え 部 材 ３ ０ に は 、 複 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ つ ） の 第 １ 貫 通 孔  
３ ２ と 、 複 数 （ 本 実 施 の 形 態 で は ２ つ ） の 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ と が そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て い る 。  
第 １ 貫 通 孔 ３ ２ お よ び 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ は 、 押 さ え 部 材 ３ ０ を 上 下 方 向 Ｄ ３ に 貫 通 す る と と  
も に 、 長 手 方 向 Ｄ １ に 一 列 に 並 べ て 形 成 さ れ て い る 。 よ り 具 体 的 に は 、 第 １ 貫 通 孔 ３ ２ は  
、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ に よ っ て 長 手 方 向 Ｄ １ の 両 側 か ら 挟 ま れ て い る 。 本 実 施 の 形 態 で は 、 第  
１ 貫 通 孔 ３ ２ の 内 径 は 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ の 内 径 よ り も 大 き い が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ 貫 通 孔 ３ ２ お よ び 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ は 、 長 手 方 向 Ｄ １ に お い て 第  
１ ス ラ イ ダ ２ ８ と 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ の 間 の 位 置 に 形 成 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 貫 通 孔  
３ ２ お よ び 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ は 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ の う ち 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ  
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メ ン ト ２ ５ が 互 い に 離 間 す る 部 分 と 上 下 方 向 Ｄ ３ に 重 な っ て い る 。 こ の た め 、 ボ ル ト や ね  
じ な ど の 固 定 部 材 （ 図 示 し な い ） を 第 １ 貫 通 孔 ３ ２ お よ び 第 ２ 貫 通 孔 ３ ３ に 挿 入 し 、 第 １  
エ レ メ ン ト ２ ４ と 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ と の 間 の 隙 間 を 通 過 さ せ 、 中 間 プ レ ー ト ３ １ に 形 成  
さ れ る 孔 （ 図 示 し な い ） に 挿 入 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 押 さ え 部 材 ３ ０ を ス ラ イ  
ド ブ ロ ッ ク １ ２ （ 本 実 施 の 形 態 で は 中 間 プ レ ー ト ３ １ ） に 対 し て 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ は 、 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ お よ び 第  
４ ス ラ イ ダ ４ １ を さ ら に 備 え て い る 。 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ （ 図 ３ ） か  
ら 見 て 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ （ 図 ３ ） と は 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ る 。 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ は 、 第  
１ ス ラ イ ダ ２ ８ と 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ と の 間 で フ ァ ス ナ ー ２ ３ が 閉 じ た 状 態 に お い て 、 第 １  
ス ラ イ ダ ２ ８ 側 （ 押 さ え 部 材 ３ ０ 側 ） に 移 動 す る の に 伴 っ て 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び  
第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ を 互 い に 離 間 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ の 一 部 が 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ に よ っ て 開  
か れ る 。 こ の 状 態 で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 ボ ル ト Ｂ １ な ど を レ ー ル １ １ の 貫 通 孔 １ １ Ｂ お  
よ び ベ ー ス 板 ２ １ の 貫 通 孔 （ 図 示 し な い ） に 挿 入 し 、 レ ー ル １ １ を 相 手 部 材 ７ ０ に 取 り 付  
け る こ と が で き る 。 ま た フ ァ ス ナ ー ２ ３ の 一 部 が 開 い た 状 態 で 、 レ ー ル １ １ や ス ラ イ ド ブ  
ロ ッ ク １ ２ に お け る 軌 道 面 の 状 態 の 確 認 な ど 、 直 動 ユ ニ ッ ト １ の メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う  
こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 第 ４ ス ラ イ ダ ４ １ （ 図 １ ） は 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ （ 図 ３ ） か ら 見 て 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ （  
図 ３ ） と は 反 対 側 に 取 り 付 け ら れ る 。 第 ４ ス ラ イ ダ ４ １ は 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ と 第 ４ ス ラ  
イ ダ ４ １ と の 間 で フ ァ ス ナ ー ２ ３ が 閉 じ た 状 態 に お い て 、 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ 側 に 移 動 す る  
の に 伴 っ て 、 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ を 互 い に 離 間 さ せ る 。 こ れ に  
よ り 、 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ を 用 い た 場 合 と 同 様 に 、 フ ァ ス ナ ー ２ ３ の 一 部 を 開 く こ と が 可 能  
に な り 、 レ ー ル １ １ の 取 付 作 業 や 直 動 ユ ニ ッ ト １ の メ ン テ ナ ン ス 作 業 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 上 の 通 り 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ で は 、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ が レ ー ル  
１ １ の 長 手 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る と 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ  
２ ９ の う ち 前 方 の ス ラ イ ダ に よ っ て 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ が 互 い  
に 離 間 さ せ ら れ た 後 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ の う ち 後 方 の ス ラ イ ダ に  
よ っ て 第 １ エ レ メ ン ト ２ ４ お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ２ ５ が 互 い に 噛 み 合 わ さ れ る 。 こ の た め  
、 ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク １ ２ が レ ー ル １ １ の 長 手 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る 際 に フ ァ  
ス ナ ー ２ ３ が 閉 じ た 状 態 に 維 持 さ れ る た め 、 直 動 機 構 １ ０ の 防 塵 性 を 確 保 す る こ と が で き  
る 。 し か も 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ を フ ァ ス ナ ー ２ ３ の 一 方 の 端 部 に 向 か っ て 移 動 さ せ る と と  
も に 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ を フ ァ ス ナ ー ２ ３ の 他 方 の 端 部 に 向 か っ て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て  
フ ァ ス ナ ー ２ ３ を 開 く こ と が 可 能 で あ り 、 直 動 機 構 １ ０ の メ ン テ ナ ン ス を 容 易 に 行 う こ と  
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 次 に 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト ２ の 構 成 を 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 基 づ い て 説 明 す  
る 。 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト ２ は 、 基 本 的 に 上 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ  
ト １ と 同 様 の 構 成 を 備 え 且 つ 同 様 の 効 果 を 奏 す る も の で あ る が 、 直 動 機 構 が ボ ー ル ね じ で  
あ る 点 で 異 な っ て い る 。 以 下 、 上 記 実 施 の 形 態 １ と 異 な る 点 に つ い て 主 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ８ は 、 直 動 ユ ニ ッ ト ２ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ９ は 、 図 ８ 中 の 線 分 Ｉ Ｘ － Ｉ Ｘ  
に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 直 動 機 構 は 、 ね じ 軸 ８  
１ （ 軌 道 部 材 ） と 、 ナ ッ ト ８ ２ （ 移 動 部 材 ） と を 主 に 備 え て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ね じ 軸 ８ １ は 、 円 柱 形 状 を 有 し て お り 、 螺 旋 状 の 第 １ ね じ 溝 ８ １ Ａ （ 第 １ 転 走 面 ） が 外  
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周 面 に 形 成 さ れ て い る 。 ね じ 軸 ８ １ の 両 端 部 は 、 図 略 の 軸 受 に よ っ て 支 持 さ れ る 。 ナ ッ ト  
８ ２ は 、 ね じ 軸 ８ １ の 軸 周 り の 回 転 に 伴 い 、 ね じ 軸 ８ １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 直 線 的 に 移 動  
可 能 な も の で あ る 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト ８ ２ は 、 ナ ッ ト 本 体 ８ ３ と 、 ナ ッ ト 本 体 ８  
３ の 長 手 方 向 の 両 側 に 配 置 さ れ る 一 対 の エ ン ド キ ャ ッ プ （ 第 １ エ ン ド キ ャ ッ プ ８ ４ お よ び  
第 ２ エ ン ド キ ャ ッ プ ８ ５ ） と を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト 本 体 ８ ３ は 、 円 筒 形 状 を 有 し て お り 、 内 周 面 に 第 ２ ね じ 溝 ８  
３ Ａ （ 第 ２ 転 走 面 ） が 形 成 さ れ て い る 。 第 １ ね じ 溝 ８ １ Ａ と 第 ２ ね じ 溝 ８ ３ Ａ と の 間 は 、  
転 動 体 転 走 路 と な っ て お り 、 複 数 の 転 動 体 ６ ０ （ ボ ー ル ） が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 筐 体 は 、 四 角 形 の シ ー ト を 丸 め た カ バ ー ９ １  
と 、 フ ァ ス ナ ー ９ ２ と を 含 む 。 カ バ ー ９ １ の 一 方 の 端 部 と 他 方 の 端 部 と の 間 に は 切 断 部 （  
開 口 部 ） が 形 成 さ れ て お り 、 当 該 開 口 部 を 塞 ぐ （ 覆 う ） よ う に フ ァ ス ナ ー ９ ２ が 長 手 方 向  
に 延 び る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 フ ァ ス ナ ー ９ ２ は 、 互 い に 噛 み 合 う 第 １ エ レ メ ン ト ９ ３  
お よ び 第 ２ エ レ メ ン ト ９ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ９ に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト 本 体 ８ ３ の 外 周 面 に は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ  
ダ ２ ９ の 下 面 が 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 押 さ え 部 材 ９ ０ の 下 面 に は 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お  
よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ の 上 面 が 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２  
ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 ナ ッ ト ８ ２ に 固 定 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ナ ッ ト ８ ２ が ね じ 軸 ８ １ に  
沿 っ て 直 線 的 に 移 動 す る こ と に よ り 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ を ね じ 軸  
８ １ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 移 動 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 （ そ の 他 実 施 の 形 態 ）
　 こ こ で 、 そ の 他 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ に お い て 、 第 ３ ス ラ イ ダ ４ ０ お よ び 第 ４ ス ラ イ  
ダ ４ １ の う ち い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 が 省 略 さ れ て も よ い 。 ま た 上 記 実 施 の 形 態 ２ に 係 る  
直 動 ユ ニ ッ ト ２ に お い て 、 第 ３ ス ラ イ ダ お よ び 第 ４ ス ラ イ ダ の う ち 一 方 ま た は 両 方 が 採 用  
さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ に お い て 、 第 １ ス テ ー ５ １ 、 第 ２ ス テ ー ５ ２ お  
よ び 第 ３ ス テ ー ５ ３ が 省 略 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ に 係 る 直 動 ユ ニ ッ ト １ に お い て 、 中 間 プ レ ー ト ３ １ が 省 略 さ れ て も よ  
い 。 こ の 場 合 、 第 １ ス ラ イ ダ ２ ８ お よ び 第 ２ ス ラ イ ダ ２ ９ は 、 ケ ー シ ン グ １ ３ に 対 し て 直  
接 取 り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 １ で は 、 レ ー ル １ １ が １ 本 で 且 つ ケ ー シ ン グ １ ３ が １ 個 で あ る 場 合 を 一  
例 と し て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 １ 本 の レ ー ル １ １ に 対 し て ケ ー シ ン  
グ １ ３ が ２ 個 以 上 配 置 さ れ て い て も よ い し 、 ２ 本 の レ ー ル １ １ が 並 列 に 設 置 さ れ て い て も  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 は 、 全 て の 点 で 例 示 で あ っ て 、 制 限 的 な も の で は な い と 解 さ  
れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に よ り 示 さ れ  
、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の 全 て の 変 更 が 含 ま れ る こ と が 意 図 さ れ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ ， ２   直 動 ユ ニ ッ ト 、 １ ０   直 動 機 構 、 １ １   レ ー ル （ 軌 道 部 材 ） 、 １ １ Ａ   第 １ 転 走  
面 、 １ １ Ｂ   貫 通 孔 、 １ ２   ス ラ イ ド ブ ロ ッ ク （ 移 動 部 材 ） 、 １ ３   ケ ー シ ン グ 、 １ ４ ， ８  
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４   第 １ エ ン ド キ ャ ッ プ 、 １ ５ ， ８ ５   第 ２ エ ン ド キ ャ ッ プ 、 １ ６   ケ ー シ ン グ 本 体 、 １ ６  
Ａ   第 １ 端 部 、 １ ６ Ｂ   第 ２ 端 部 、 １ ７   第 １ 袖 部 、 １ ７ Ａ   第 ２ 転 走 面 、 １ ７ Ｂ   第 １ リ  
タ ー ン 路 、 １ ８   第 ２ 袖 部 、 １ ８ Ａ   第 ２ 転 走 面 、 １ ８ Ｂ   第 ２ リ タ ー ン 路 、 ２ ０   筐 体 、  
２ １   ベ ー ス 板 、 ２ ２ ， ９ １   カ バ ー 、 ２ ２ Ａ   開 口 部 、 ２ ３ ， ９ ２   フ ァ ス ナ ー 、 ２ ４ ，  
９ ３   第 １ エ レ メ ン ト 、 ２ ５ ， ９ ４   第 ２ エ レ メ ン ト 、 ２ ６   第 １ 側 面 、 ２ ７   第 ２ 側 面 、  
２ ８   第 １ ス ラ イ ダ 、 ２ ９   第 ２ ス ラ イ ダ 、 ３ ０ ， ９ ０   押 さ え 部 材 、 ３ １   中 間 プ レ ー ト  
、 ３ ２   第 １ 貫 通 孔 、 ３ ３   第 ２ 貫 通 孔 、 ４ ０   第 ３ ス ラ イ ダ 、 ４ １   第 ４ ス ラ イ ダ 、 ５ １   
第 １ ス テ ー 、 ５ １ Ａ   第 １ ベ ー ス 部 、 ５ １ Ｂ   第 １ 壁 部 、 ５ １ Ｃ   貫 通 孔 、 ５ ２   第 ２ ス テ  
ー 、 ５ ３   第 ３ ス テ ー 、 ５ ３ Ａ   第 ３ ベ ー ス 部 、 ５ ３ Ｂ   第 ３ 壁 部 、 ６ ０   転 動 体 、 ７ ０   
相 手 部 材 、 ８ １   ね じ 軸 、 ８ １ Ａ   第 １ ね じ 溝 （ 第 １ 転 走 面 ） 、 ８ ２   ナ ッ ト （ 移 動 部 材 ）  
、 ８ ３   ナ ッ ト 本 体 、 ８ ３ Ａ   第 ２ ね じ 溝 （ 第 ２ 転 走 面 ） 、 Ｂ １   ボ ル ト 、 Ｄ １   長 手 方 向  
、 Ｄ ２   幅 方 向 、 Ｄ ３   上 下 方 向 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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